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ブラジルの環境問題の中でも最も深刻なのがアマゾン熱帯雨林の破壊です。アマゾンは地球

上の酸素の 20％以上を生産していますが、農地や牧草地などのために森林伐採を認めてきた

ため、大規模な破壊が進んできました。そのために森林火災で動植物の絶滅危惧、地球温暖化

が進みいろいろな自然災害が起こっています。洪水も頻繁に起こり１月のサンパウロ州、9 月

のリオグランデドスール州の洪水では多くの死者、行方不明者を出しました。その要因の一つ

に「地球温暖化」が大きく影響しています。またその要因を作っている社会問題として廃棄物

処理や排水などの環境問題があり、水質汚染やそれに伴う病気などが発生、自動車や工場から

の排出物による大気汚染が深刻です。自然災害を引き起こす温暖化を進めないために私たちが

できることとは？  今年の6月 5日「世界環境デー」に教皇フランシスコは「住みやすい星に

するために使い捨ての文化から脱却を」と呼びかけておられます。 

私たちのラウダート・シの取り組みは 

１． 事業代や院内の電球をLED（低消費電力）に替えた。こま

めに電気を消すなどして節電に心がける 

２． 生ごみを利用した堆肥による野菜、植物の土壌作り 

３． 洗濯機の使用水を掃除や次回の洗濯にまわす 

４． 使用済みの油を使って、洗剤、固形石鹸を作る 

５． 暖房器具や扇風機の使用を控える 

６． シャワー使用の短縮 

７． 使い捨てコップ、皿、フォークの使用を控える。事業所では以前プラスチックコップを使

用していたが、各自コップを治さんしてゴミの量を減らす努力をしている。また、紙、缶

などのリサイクルとゴミを分けている。 

８． 薬の使用後のプラスチックやペットボトルキャップを、

病院や施設に送るために集めている。 

９． 太陽光発電ソーラーパネルを設置したことで光熱費を削

減、二酸化炭素を出さないので地球環境にもやさしい。 

以上が私たちの取り組んでいる主なものです。世界では、 

どんな異常気象で被害が出でいるか、何が起きているか、

環境問題を意識することはとても大切だと思います。 

   宇宙の万物の作り主である神よ、あなたはお造りになったすべての物を、ご自分の優し

さで包んでくださいます・・・すべての被造物と共にあなたを賛美することができますよ

うに。（すべてのいのちを守るためのキリスト者の祈りより） 

エコロジカルな回心 ―すべてのいのちを守るためー 

固形石鹸 

太陽光線ソーラーパネル 


